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Ⅰ 令和７年度 事業実績報告 

＜郷土博物館＞ 

１．展示普及事業 

企画展 とやまのあそび 

4 月 26日（土）～7月 6 日（日） 

江戸から昭和にかけて、「あそび」は日々の暮らしに彩りと潤いをもた

らす大切な営みであった。本展では多彩な資料を通して、人々の暮らし

や価値観、そして地域文化の多様な側面を見つめ直すことを目的として、

「とやまのあそび」の姿から、知恵やユーモア、夢が込められた「あそ

び」心あふれる世界を紹介した。 

□学芸員による展示解説会（5/4、5/18、6/29 3回開催）

企画展 千歳御殿－幻の館を探る－ 

7 月 12日（土）～9月 28 日（日） 

千歳御殿は、富山藩主前田利保の隠居所として建てられた御殿であり、

殿中を知る人からは「善尽くし美尽くした」と形容されるように、富山

城の中でも最も豪華で、最も個性的な建物であった。しかし、今から 170

年前の安政 2 年（1855）にわずか６年で焼失してしまった。本展では、

ありし日の御殿の姿を紹介した。 

□学芸員による展示解説会（7/27、8/23、9/28 3回開催）

特別展 富山のお店－明治・大正・昭和篇－ 

10 月 4日（土）～11 月 16 日（日） 

本展では、明治・大正・昭和時代にスポットを当てて、かつて富山の

町に存在した様々なお店を紹介した。今日では、そのほとんどのお店が、

歴史資料の中でしか出会うことができないが、本展を通して、明治・大

正・昭和時代における富山の人や物が集まる様々なお店と賑やかな街の

様子に思いを馳せていただいた。 

□学芸員による展示解説会（10/11、10/26、11/16 3 回開催）

企画展 越中富山の贈り物 

11 月 22日（土）～2月 1 日（日） 

私たちは大小さまざまな「贈答品(進物)」を通じて他者と関わり合って

いる。このような習慣は江戸時代の人々にも同じく根付いており、宴や

儀礼が重んじられた分、盛んに進物を贈りあい、豊かな贈答文化を築い

ていた。本展では、江戸時代の富山の人々が、どのような時に贈り物を

し、どのような品が選ばれたのかを紹介した。 
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□学芸員による展示解説会（12/13、1/10、2/1 3回開催）

企画展 武士の手紙（開催中） 

2 月 7日（土）～4月 19 日（日） 

本展では、室町時代の有力武士から戦国武将、さらには江戸時代の大

名や家臣まで、それぞれの時代背景を織り交ぜながら、私的・公的な「武

士の手紙」を、館蔵品を用いて紹介した。様々な場面で交わされ、長い

時を伝わった手紙を通して、武士たちの生き様を近しく感じ取っていた

だいた。 

□学芸員による展示解説会（2/14、3/7 2回開催予定）

歴史探訪ツアー 

日時 11月 9日（土）9:00～12:00 

担当 泉田侑希（当館学芸員） 

参加者 26名 

富山の古道などを、その沿線や歴史・文化について解説を聞きながら実

際に歩く企画。本年度は、江戸時代前期の古地図「万治年間富山旧市街

図」を片手に、近世城下町富山の内と外を分かつ境界上を歩いた。 

２．調査研究事業 

古文書等資料整理 

館蔵資料、書籍等の収蔵状況と配架状況の改善整理。 

３．資料収集事業 

富山藩や富山市に関係する歴史資料、富山に関係する美術品を購入し、

また、随時歴史資料等の寄贈・寄託を受けている。 

今年度は、「大間知ゴフクヤ包装紙」1件の寄贈を受ける予定。 

（13 頁参照） 
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＜佐藤記念美術館＞ 

１ 展示普及事業 

企画展 山々のすがた 

4 月 19日（土）～7月 13 日（日） 

季節の変化によって多様な表情をみせる山をテーマに、本展ではそれに

まつわる自然や人々を描いた作品を紹介し、その魅力を紹介した。 

□学芸員による展示解説会（4/29、5/5、5/17、6/8、6/22、7/6 6 回開催）

企画展 東洋のやきもの―中国・東南アジア・ペルシア― 

7 月 19日（土）～10月 13 日（月祝） 

中国、ベトナムやタイ、カンボジアなどの東南アジア、ペルシアなどに

伝わる、さまざまな色や形のやきものを紹介した。 

□学芸員による展示解説会（8/16、9/6、10/4 3 回開催）

特別展 動物たちの浮世絵展―絵師も動物も、人気モノ勢揃い 

10 月 18日（土）～12月 7日（日） 

歌麿、広重、北斎、国芳など、江戸時代の人気絵師たちによって描かれ

たさまざまな動物たちの姿を、当時庶民に親しまれた浮世絵を通じて紹

介した。 

□学芸員による展示解説会（11/9、11/30 2 回開催）

＜公開講座＞ 

日時  10 月 26 日(日) 午後 2 時から 

会場  当館講堂 

講師  坂森幹浩（富山市民芸館長） 

演題  動物たちの江戸時代―浮世絵に描かれた江戸の暮らしと動物 

聴講者 3 名 

＜展示作品にまつわるクイズ企画＞ 

日時  10 月 18 日(土)～12 月 7 日(日)（会期中） 

会場  当館展示室（要観覧料） 

内容  展示作品のうちの１点『名所江戸百景―浅草田甫酉の町詣』の作者 

を答えるもの。正解者の中から抽選で 10 名に展覧会絵はがき５枚 

セットをプレゼント。

応募者 193 名 
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企画展 富山の美術工芸―めぐりゆく技と美 

12 月 13日（土）～2月 15 日（日） 

富山の地で育まれ、時代をこえて受け継がれるさまざまな技法や様式

に注目し、収蔵品の中から江戸・明治期の絵画・工芸品を中心に紹介し

た。 

□学芸員による展示解説会（12/20、12/27、1/12、1/24、2/7、2/14 6 回開催） 

 

企画展 佐藤助庵と茶の湯（開催予定） 

2 月 21日（土)～4月 12 日（日） 

当館の創設者である佐藤助庵が生前蒐集した茶の湯にまつわる作品を

中心に、自作の茶道具も交えて紹介。 

□学芸員による展示解説会（3/7、3/28 2 回開催予定） 

 

※特別展を除く計 4 本の企画展は、すべて当館及び 

郷土博物館の所蔵品を中心に展示。 

 

本丸亭見学会 

日時  6月 8日（日）10時～11時、14時～15時 計 2回 

場所  富山市本丸亭 

担当  川上貴裕（当館主幹学芸員） 

参加者 8名 

平成 28年 5月に開館した富山市本丸亭の見所を広く一般市民に知って

もらうため、解説付きの見学会を開催した。 

 

２０２５さと美ワークショップ 茶の湯体験 & 夏の和菓子作り体験 

日時  8月 5日（火）10時～12時 

場所  富山市本丸亭 

講師  黒崎のぞみ氏（和菓子職人） 

担当  石黒千香子（当館学芸員） 

参加者 7組 14名 

市内菓子店で和菓子作りを営む黒崎のぞみ氏を講師に招き、朝顔と

スイカをモチーフにした和菓子を 2人 1組で制作。その後、各自で抹茶

を点てて、作った和菓子と一緒にいただいた。ワークショップ終了後は、

茶室や茶庭を開放し、自由に見学していただいた。 
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２ 調査研究事業 

    

   損傷・劣化作品の調査 

作品本体や表具・外箱などに破損・劣化がみられるものについて、個

別に状態を調査し、適切な修復・保存方法について検討した。 

 

 

３ 資料収集事業 

 

東洋の古美術や茶の湯関連の作品の中から、優れたものを購入し、随時美術作

品等の寄贈・寄託を受けている。 

今年度は、富山市在住の個人の方から、当館創設者の佐藤助庵が創案した『新

案灰皿』１点と、その関連資料数点をご寄贈いただいた。 

（13頁参照） 

 

 

４ 貸館事業 

 市民の多様な文化活動に対するニーズに応えるため、佐藤記念美術館では以

下の施設・スペースについて貸館事業を行っている。なお、令和７年度実績に

ついては 11頁を参照。 

 

 【施設及び使用料】 

施設 
佐藤記念美術館 

本丸亭 
助庵(1 階) 和室 

使用料 3,300 円/1 日 3,300 円/1 日 
2,200円/9時～17時 (2時間ごと) 

2,750 円/17 時～21時 

 

 

＜その他＞ 

 

１．社会に学ぶ１４歳の挑戦事業の受け入れ 

 

・芝園中学校 期間 6月 3日（火）～6日（金）4日間 受入人数 2名 

・山室中学校 期間 9月 1日（月）～5日（金）5日間 受入人数 2名 

・堀川中学校 期間 10月 27日（月）～31日（金）5日間 受入人数 2名 
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貸室（利用実績）

助庵 和室 本丸亭

4 11 12 0 0 12 129

5 13 15 2 2 15 526

6 12 15 2 0 15 487

7 12 14 1 0 13 184

8 13 16 1 0 15 169

9 12 16 0 0 16 360

10 12 14 3 2 13 363

11 12 15 3 0 14 400

12 10 15 0 0 15 410

1 13 16 0 0 16 236

合計 120 148 12 4 144 3264

月 件数 日数 利用者数

令和７年度月別貸室利用実績
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＜学校教育との連携について＞ 

 

１．学校等の観覧実績 

 

学校教育の一環としての観覧者数（人）   ※1 月 31 日現在 

 令和７年度 令和６年度 

 博物館 美術館 博物館 美術館 

市内 ３２４ ５４ ３３８ ５９ 

市外 ８６０ ７８ ７１２ ７２ 

合計 １,１８４ １３２ １,０５０ １３１ 

※小学校、中学校の合計 

 

入館校園数（校） 

 令和７年度 令和６年度 

 博物館 美術館 博物館 美術館 

幼稚園･保育所等 １ ０ １ ０ 

小学校 
１０ 

（内、市内 6） 

３ 

（内、市内 2） 

９ 

（内、市内 6） 

３ 

（内、市内 1） 

中学校 
２５ 

（内、市内 5） 

１１ 

（内、市内 4） 

２１ 

（内、市内 5） 

９ 

（内、市内 2） 

高等学校 ４ ２ ４ １ 

特別支援学校 ０ ０ ０ ０ 

大学 ０ ０ ０ ０ 

 

２．研修等の受け入れ 

・１４歳の挑戦事業の受け入れ（6頁参照） 
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令和７年度　郷土博物館・佐藤記念美術館収集資料一覧

［郷土博物館］

No. 資　料　名 制作年・作者等 員　数
収集
方法

1 大間知ゴフクヤ包装紙
昭和30年代～平成16年頃
／棟方志功 原画

6点 寄贈（予定）

［佐藤記念美術館］

No. 作品名 制作年・作者等 員　数
収集
方法

1 新案灰皿
昭和時代／
佐藤 助庵 (創案)
髙田 勝二 (意匠デザイン)

1点 寄贈

［郷土博物館］

作　品　名 制作者など 貸出先 展覧会名 会　期

鮎水草文手付盆
8代小原

治五右衛門
南砺市立福光美術

館
城端蒔絵450年

小原治五右衛門と城端のあゆみ
令和7年9月13日
　　　　　　　～10月26日

溶けたガラス瓶など
富山大空襲罹災物4件

戦時下暮らし展
実行委員会（富山

県）

戦時下の暮らし展
（会場は富山県民会館）

令和7年8月8日
　　　　　　　～18日

東海北陸御巡幸
越中国富山船橋図

日本地誌略　籠渡之図
三代

歌川広重

千歳御門
軒平瓦・軒丸瓦・平瓦

あわら市
郷土歴史資料館

越前の瓦～その再興と発展～
令和7年10月4日
　　　　　　　～12月7日

［佐藤記念美術館］　

作　品　名 制作者など 貸出先 展覧会名 会　期

牧童桜花図 長沢蘆雪 府中市美術館 長沢蘆雪展
令和8年4月14日～5月
10日(前後期のうちの
後期)

※令和8年2月下旬貸出予定

令和7年度　郷土博物館・佐藤記念美術館収蔵資料館外貸出記録一覧

富山県
［立山博物館］

英国から立山へ
令和7年9月13日
　　　　　　　～11月3日

13



Ⅱ　令和８年度　事業計画案 

 

＜郷土博物館＞ 

 

１．展示普及事業 

 

（１）特別展「昭和を灯す ― 安井さんが集めたマッチとたばこの世界 ―」 

（18 頁参照） 

 

（２）企画展等 

富山城の歴史をテーマとした常設展示 

富山の歴史文化に関連する企画展の開催および常設展示の展示替え 

企画展「富山の武具」 

企画展「「大富山市」建設をめざして」 

企画展「絵葉書と写真の富山」 

※展覧会名はすべて仮称。展示日程は別紙。（20頁参照） 

 

（３）歴史探訪ツアー 

学芸員の解説を聞きながら、旧街道や城下町、近代遺産など、富山の歴史

文化を歩いてたどる。 

 

２．調査研究事業 

 

（１）富山市近現代資料調査 

失われつつある富山市の近現代を物語る史資料の調査および収集保存を行う。 

 

（２）郷土博物館所蔵品整理 

郷土博物館所蔵の歴史・民俗・美術資料は膨大で、将来的にデジタルアーカ

イブ化をもとめられていることから、資料整理とデータベース化を行い、資

料の保全と活用体制を強化するもの。 

 

３．資料収集事業 

 

収集方針 

（１）郷土にゆかりの深い美術・工芸品など 

（２）郷土の歴史・文化に関する史資料 

（３）その他博物館資料としてふさわしい資料 

以上の方針に従い、博物館資料として貴重な資料を収集し、博物館資料の充実を図る。 

14



＜佐藤記念美術館＞ 

 

１ 展示普及事業   

 

（１）特別展「生誕１３０年記念展 上々×佐藤助庵 ― 茶と美への道（仮）」 

（19 頁参照） 

 

（２）企画展等 

企画展「富山ゆかりの三絵師―岸駒・公均・立嶽」 

企画展「さと美 東南アジア紀行―陶磁器・染織品」 

企画展「新収蔵作品展」 

※展覧会名はすべて仮称。展示日程は別紙。（21 頁参照） 

 

（３）本丸亭見学会 

平成 28 年 5 月 20 日に開館した「富山市本丸亭」の見所を解説付きで紹介

する。 

 

（４）２０２６さと美ワークショップ 

小学生高学年から中学生を対象とした体験型事業。日本の伝統的な技法や

作品の形態について、実物作品を参考にしながら、ものづくりを通じて学

んでもらう。 

 

令和８年度内容 「（仮）助庵のクリエイティブ！茶碗をつくろう」 

県内で「越中瀬戸焼」を制作する陶芸家の吉野香岳氏を招いて、

親子で茶碗作りに挑戦するもの。＜手びねり＞という手法で茶碗

を一人一点制作する。特別展会期中に、関連事業の一つとして開

催予定。 

 

 

２ 調査研究事業 

 

（１）所蔵作品の整理 

江戸時代以前の古美術品が多く、長年の展示活用に伴う経年劣化や破損に

より、修復が必要な作品が数多く散見される。これらの作品について中長

期的な修復計画を作成するため、あらためて所蔵作品全体の整理作業を行

い、引き続き各作品の状態把握に努める。 
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（２）所蔵作品の修復 

令和８年度は主に以下の作品について修復作業に着手する。 

 

    「三彩馬」中国 唐時代（8 世紀）高さ 70.0 奥行 72.0幅 28 cm 

    令和 4 年度に脚の部分が破損。令和 8 年度は修復２か年計画の 

1 年目として、専門家による作品の実見調査や、修復・輸送方法 

に関する打合せを行う。 

  

  「国東塔（くにさきのとう）」日本 室町時代 高さ 309.0 最大径 70.0 cm 

 佐藤記念美術館２階の茶庭に設置してある石塔。能登沖地震で塔 

の先端部分が落下し破損。佐藤助庵が昭和 36 年に福岡市の個人か 

ら譲り受けたもの。 

 

（３）収蔵庫及び館内の環境改善 

能登沖地震で数点の作品が落下・破損した反省をふまえ、収蔵庫内の棚に

作品落下防止ネットを貼るなどの地震対策を行う。また、古い什器や備品

が作品の運搬動線を圧迫しているため、これら不用品の撤去処分を行う。 

 

 

３ 資料収集事業 

富山にゆかりのある作品や、茶の湯に関する品々を中心に、すぐれた美術

品を積極的に収集し、所蔵作品の充実を図る。 

 

 

４ 貸館事業（本丸亭・美術館茶室及び和室） 

引き続きより多くの人々に利用してもらえるよう、貸施設の周知や利用者

の利便性向上などに努める。なお、条例改正に伴い、令和８年４月１日か

ら本丸亭の利用時間が以下のとおり変更となる予定。 

 

【現行】 

種別 使用時間区分による金額(円) 

9時～ 

11時 

11時～ 

13時 

13時～ 

15時 

15時～ 

17時 

17時～ 

19時 

19時～ 

21時 

茶室及

び和室 

2,200 2,200 2,200 2,200 2,750 2,750 
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【令和８年４月１日以降】 

種別 使用時間区分による金額(円) 

9時～ 

11時 

11時～ 

13時 

13時～ 

15時 

15時～ 

17時 

茶室及

び和室 

2,200 2,200 2,200 2,200 
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郷土博物館特別展 開催概要（案） 

 

 

１ 展覧会名  昭和を灯す ― 安井さんが集めたマッチとたばこの世界 ― 

 

２ 趣  旨 

安井清氏より郷土博物館に寄贈された絵画やマッチ・たばこラベル等のコレクション

を公開し、昭和期の生活文化・広告デザイン・地域産業の歴史を紹介することで、市民

への文化的還元を図るとともに、郷土資料として保存・活用を図る。 

 

３ 内 容 

（１）展示概要 

・展示資料：約 200点（マッチラベル・たばこラベル・関連広告資料など） 

・構 成： 

 1. 安井さんとコレクションについて 

 2. マッチラベル ― 灯りがともる昭和の街角 ― 

 3. たばこラベル ― デザインでたどる嗜みと文化 ― 

 4. 小さなデザイン ― 図案に見る昭和の美意識 ― 

 5. 集める・残す・つなぐ ― 郷土資料としての価値 ― 

 

（２）関連事業 

・図録の刊行 

・学芸員による展示解説会 

 

４ 会  期  令和８年１０月１０日（土）～１２月１３日（日）  

会期中無休 ※会期日数６５日 

 

５ 会  場  富山市郷土博物館 

 

６ 観 覧 料  大人５００円、高校生以下無料 
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佐藤記念美術館特別展 開催概要（案） 

 

 

１ 展覧会名  生誕１３０年記念展 上々×佐藤助庵 ― 茶と美への道 

 

２ 趣  旨 

令和８年度は、当館の創設者である佐藤助庵（12代目助九郎、1896-1979）の生誕１

３０年にあたる。これを記念して、本展では、実業家、茶人、コレクターなど多様な肩

書きを持ち、晩年は自ら創作活動も行った助庵自身に焦点を当てる。本展ではおもに４

つのテーマ「和敬清寂―助庵の愛した茶」、「多彩な交流に見る助庵の歩み」、「助庵の東

西洋画、陶磁器コレクション」、「助庵のクリエイティブ」を設け、これらの中で助庵ゆ

かりの館蔵品や、生前に他館へ寄贈するなどした遺愛の品々を展示する。豊富な美術品

と資料を通して、あらためて彼の足跡を辿る貴重な機会としたい。 

 

３ 会  期  令和８年１０月３日（土）～１２月６日（日） 

   会期中無休 ※会期日数６５日 

 

４ 会  場  富山市佐藤記念美術館 

 

５ 観 覧 料  大人５００円、高校生以下無料 

 

６ 関連事業  （１）関連茶会の開催 

       （２）有識者による記念講演会 

（３）ワークショップの開催 

          「助庵のクリエイティブ！茶碗をつくろう」 

（４）当館学芸員による展示解説会 

 ※いずれも会期中に開催予定 

 

７ 印刷物等  チラシ・ポスター・図録等を制作予定 
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展覧会名はすべて仮称

会期 タイトル 内容

4／25
～

7／12

企画展
富山の武具

富山藩主・藩士ゆかりの品を中心に収蔵する
武具を紹介します。

７／18
～

10／4

企画展
大富山市建設をめざして

高山本線の全通、東京定期航空便の就航、都
市計画による区画整理や運河の整備など、都
市整備が進んだ昭和初期。こうした中、昭和
11年に神通川廃川埋立地で開催されたのが日
満産業大博覧会です。開催から90年、大きく
発展する「大富山市」思い描いた当時の富山
を紹介。

10／10
～

12／13

特別展
昭和を灯す
― 安井さんが集めた
　　マッチとたばこの世界 ―

安井清氏より郷土博物館に寄贈された絵画や
マッチ・たばこラベル等のコレクションを公
開し、昭和期の生活文化・広告デザイン・地
域産業の歴史を紹介することで、市民への文
化的還元を図るとともに、郷土資料として保
存・活用を図ります。

12／19
～

4／18

企画展
絵葉書と写真の富山

富山の風景を絵葉書や今昔の写真からたどり
ます。

令和8年度　郷土博物館展示予定表
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展覧会名はすべて仮称

会期 タイトル 内容

4／18
～
7／5

企画展
富山ゆかりの三絵師―岸駒・公均・立嶽

江戸の後期から幕末にかけて活躍した富山ゆ
かりの絵師、岸駒・吉田公均・木村立嶽に焦
点を当て、三人の画業を所蔵品を交えて紹介
する。

7／18
～

9／27

企画展
さと美 東南アジア紀行―陶磁器・染織品

日本の伝統文化に影響を与えた東南アジアの
美術品の中から、ベトナムやタイの陶器、イ
ンドネシアの染織品などを紹介する。

10／3
～

12／6

特別展
生誕130年記念展
上々×佐藤助庵―茶と美への道

令和8年度は、当館の創設者である佐藤助庵
の生誕130年にあたる。これを記念して、あ
らためて助庵の足跡を、ゆかりの品々ととも
に辿る。

12／12
～

4／11

企画展
新収蔵作品展

美術館の所蔵作品の中から、近年新たに蒐集
した作品を紹介する。※会期中一部展示替え
あり。

令和８年度　佐藤記念美術館展示予定表
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○富山市郷土博物館条例 

平成 17年 4月 1日 

富山市条例第 262号 

改正 平成２０年３月２６日富山市条例第３９号 

平成２４年３月２６日富山市条例第２０号 

平成２６年３月２８日富山市条例第４号 

平成２８年３月２５日富山市条例第１３号 

平成３１年３月２６日富山市条例第１４号 

令和５年３月２７日富山市条例第８号 

(設置) 

第 1 条 歴史及び芸術に関する知識の普及並びに教養の向上に寄与するため、富山市郷土博物館(以下

「博物館」という。)を設置する。 

 

(名称及び位置) 

第 2条 博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

富山市郷土博物館 富山市本丸 1番 62号 

 

(別館) 

第 3条 博物館に、次の別館を置く。 

名称 位置 

富山市佐藤記念美術館 富山市本丸 1番 33号 

富山市本丸亭 富山市本丸 1番 32号 

 

(事業) 

第 4条 博物館は、次に掲げる事業を行う。 

(1) 歴史及び芸術についての実物、標本、文献等の資料の収集、保管及び展示に関すること。 

(2) 歴史及び芸術についての調査研究に関すること。 

(3) 歴史及び芸術についての知識の普及に関すること。 

(4) 前 3号に掲げるもののほか、富山市教育委員会(以下「委員会」という。)が必要と認める事業 

 

(観覧料) 

第 5 条 博物館(富山市本丸亭を除く。)を観覧しようとする者は、別表第 1 に定める額の観覧料(団体

引率者及び未就学児は無料)を納付しなければならない。 

2 観覧料は、観覧の際に納付しなければならない。ただし、市長が相当の理由があると認めるときは、

この限りでない。 

 

(茶室等の施設) 

第 6条 富山市佐藤記念美術館の茶室(市長が定める茶室に限る。)及び和室並びに富山市本丸亭の茶室

及び和室(以下「茶室等」という。)の施設は、文化活動のため、市民の使用に供する。 
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2 茶室等を占用して使用しようとする者は、あらかじめ、委員会の承認を受けなければならない。こ

の場合において、次の各号のいずれかに該当するときは、茶室等の使用を承認をしない。 

(1) 博物館の設置目的に反するとき。 

(2) 資料又は施設等を損傷するおそれがあるとき。 

(3) 前 2号に掲げるもののほか、博物館の管理上支障があるとき。 

3 前項の承認には、博物館の管理上必要な条件を付することができる。 

4 前 2 項の規定により使用の承認を受けた者(以下「使用者」という。)が、次の各号のいずれかに該

当すると認めるときは、委員会は、使用の承認を取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止するこ

とができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則に違反したとき。 

(2) 偽りその他不正な行為により使用の承認を受けたとき。 

(3) 承認を受けた使用目的以外に使用したとき。 

(4) 第 2項各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

5 使用者は、使用の権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。 

6 使用者は、茶室等に特別の設備をし、又は変更を加えようとするときは、あらかじめ、委員会の承

認を受けなければならない。 

7 使用者は、使用を終了したとき(第 4 項の規定により使用の承認を取り消されたときを含む。)は、

直ちに茶室等を原状に回復しなければならない。 

 

(使用料) 

第 7条 使用者は、茶室等の施設ごとに、別表第 2に定める額の使用料を納付しなければならない。 

2 使用料は、前条第 2 項の承認を受けた際に納付しなければならない。ただし、市長が相当の理由が

あると認めたときは、この限りでない。 

 

(観覧料等の減免及び還付) 

第 8条 市長は、特別の理由があると認めるときは、観覧料及び使用料を減免することができる。 

2 既納の観覧料及び使用料は、還付しない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、その

全部又は一部を還付することができる。 

 

(損害賠償) 

第 9条 資料若しくは施設等を損傷し、又は滅失した者は、これを原状に回復し、又はその損害を賠償

しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を免除する

ことができる。 

2 第 6条第 4項の規定の適用により使用者が損害を受けても、市はその賠償の責めを負わない。 

 

(入館の制限) 

第 10 条 委員会は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、入館を拒み、又は退館を命ずること

ができる。 

(1) 資料又は施設等を損傷するおそれがある者 

(2) 他人に危害を及ぼし、若しくは他人に迷惑となる物品又は動物等を携行する者 
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(3) 前 2号に掲げるもののほか、博物館の管理上支障があると認められる者 

 

(協議会) 

第 11条 法第 23条の規定に基づき、富山市郷土博物館協議会(以下「協議会」という。)を置く。 

2 協議会の委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学

識経験のある者の中から、委員会が任命する。 

3 協議会の委員の定数は、12人以内とする。 

4 委員の任期は、2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(職員) 

第 12条 博物館に館長、学芸員その他の職員を置く。 

 

(委任) 

第 13条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 17年 4月 1日から施行する。 

 

(経過措置) 

2 この条例の施行の日の前日までに、合併前の富山市郷土博物館条例(昭和 59 年富山市条例第 31 号)

の規定に基づきなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみな

す。 

附 則(平成 20年 3月 26日富山市条例第 39号) 

この条例は、平成 20年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 24年 3月 26日富山市条例第 20号) 

この条例は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 26年 3月 28日富山市条例第 4号)抄 

 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 28年 3月 25日富山市条例第 13号) 

この条例は、平成 28年 5月 21日から施行する。 

附 則(平成 31年 3月 26日富山市条例第 14号) 

この条例は、平成 31年 10月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 27日富山市条例第 8号) 

この条例は、令和 5年 4月 1日から施行する。 
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○富山市郷土博物館条例施行規則  

平成 17 年 4 月 1 日  

富山市教育委員会規則第 28 号  

改正  平成１９年３月２６日富山市教委規則第４号  

平成２８年３月２５日富山市教委規則第５号  

平成２９年２月２４日富山市教委規則第１号  

令和元年９月３０日富山市教委規則第２号 

(趣旨 ) 

第 1 条  この規則は、富山市郷土博物館条例 (平成 17 年条例第 262 号。以下「条例」と

いう。 )第 13 条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

(開館時間 ) 

第 2 条  富山市郷土博物館 (以下「博物館」という。)(富山市本丸亭を除く。)の開館時

間は、午前 9 時から午後 5 時までとし、入館は午後 4 時 30 分までとする。ただし、

富山市教育委員会 (以下「委員会」という。)が特に必要があると認めるときは、臨時

にこれを変更することができる。  

2 富山市本丸亭の開館時間は、午前 9 時から午後 9 時までとする。ただし、委員会が

特に必要があると認めるときは、臨時にこれを変更することができる。  

(休館日 ) 

第 3 条  博物館の休館日は、 12 月 28 日から翌年の 1 月 4 日までの日とする。ただし、

委員会が特に必要があると認めるときは、臨時にこれを変更することができる。  

(観覧券 ) 

第 4 条  観覧券の様式は、様式第 1 号のとおりとする。  

(使用承認の申請 ) 

第 5 条  条例第 6 条第 2 項の規定により施設の使用の承認を受けようとする者は、富山

市郷土博物館茶室等使用承認申請書 (様式第 2 号 )を委員会に提出しなければならな

い。  

2 前項の申請書は、使用日 (使用しようとする日が引き続き 2 日以上であるときは、そ

の初日 )の 1 月前から当該使用日の 7 日前までの間に提出しなければならない。ただ

し、委員会が相当の理由があり、かつ、茶室等の運営上支障がないと認めるときは、

この限りでない。  

(使用の承認 ) 

第 6 条  委員会は、茶室等の使用を承認したときは、富山市郷土博物館茶室等使用承認

書 (様式第 3 号 )を交付するものとする。  

(使用承認事項の変更 ) 

第 7 条  施設の使用の承認を受けた者 (以下「使用者」という。)が使用承認事項の変更

をしようとするときは、速やかに、前条の使用承認書を添えて委員会に申請し、その

承認を受けなければならない。  

(使用の承認の取消し ) 

第 8 条  条例第 6 条第 4 項の規定により施設の使用の承認を取り消したときは、委員会

は、その旨を書面で使用者に通知するものとする。  
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(特別閲覧 ) 

第 9 条  資料の特別閲覧を受けようとする者は、富山市郷土博物館資料特別閲覧申請書

(様式第 4 号 )を委員会に提出し、その許可を受けなければならない。  

2 委員会は、資料の特別閲覧を許可したときは、富山市郷土博物館資料特別閲覧承認

書 (様式第 5 号 )を交付するものとする。  

(資料の寄託 ) 

第 10 条  博物館に資料を寄託しようとする者は、あらかじめ、委員会の承認を受けな

ければならない。  

2 寄託された資料は、特別の契約がある場合のほか、市所有のものと同一の取扱いを

する。  

3 寄託された資料が災害等の不可抗力の事由により損傷し、又は滅失したときは、市

は、その賠償の責めを負わないものとする。  

(協議会 ) 

第 11 条  条例第 11 条に規定する富山市郷土博物館協議会 (以下「協議会」という。 )

に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。  

2 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。  

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。  

(会議 ) 

第 12 条  協議会は、会長が招集し、その会議の議長となる。  

2 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。  

3 協議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決す

るところによる。  

(庶務 ) 

第 13 条  協議会の庶務は、博物館において処理する。  

(細則 ) 

第 14 条  この規則の施行に関し必要な事項は、別に定める。  

附  則  

(施行期日 ) 

1 この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。  

（経過措置）  

２  この規則の施行の日の前日までに、合併前の富山市郷土博物館条例施行規則（昭和

５９年富山市教育委員会規則第５号）の規定に基づきなされた処分、手続その他の行

為は、この規則の相当規定によりなされたものとみなす。  

附  則（平成１９年３月２６日富山市教委規則第４号）  

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  

附  則（平成２８年３月２５日富山市教委規則第５号）  

この規則は、平成２８年５月２１日から施行する。  

附  則（平成２９年２月２４日富山市教委規則第１号）  

この規則は、平成２９年３月１日から施行する。  
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附 則（令和元年９月３０日富山市教委規則第２号） 

この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 
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